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京都mtW大學内天文同好會R行



天　文　同　好演

金日 止口

昭和六年四月の例會を，久しぶりで，下の如く開きます・例によ

り遠近より論旨諸氏の來會を漱話します．

　　　時日＝　四月二十六日（日曜）午後二時雫

　　　場所：　京都帝國大墨花山天文毫

　　　　　電車は東山遮仁王門にて乗り換へ東行し，蹴上げで下車，そ
　　　　　れから東海道筋を五丁東進し，花山道路に入る．（叉，三條大橋
　　　　　から花由道路の入口までは乗合バスもあります・）

當日，下の語演があります．

　　講演：　教授理學博士山本一納氏　『春の星座』

天　文　同　好會　出　版

改　正応　六版

簡易難聴
　大きさ40センチx50センチの一枚紙に肉眼恒星約1000個

を旧き，光度の匠別，星座の境界等を正しくし，最も實用的に，

叉最も教育的に作られたるもの．去る大正十五年の第五版に更に

改正を加へて，昭和聖代の新しい第六版として薮に世に出でたる

ものである・

　　　　　一枚金十銭（會員には邊料不要）

i
」



天　文　同　好
　　大正九年（1920年創立）

　　　清（京都市東一條）

　　　里（岡山市門田21）
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山　本　一　　　　　　　　　　〔電話上5098〕

水　野　千
竹田新一郎（京都白白大白天女學白白）〔電話上980／223〕

申村 要（京都帝國大學花山天文塁）〔電話上6165〕

池　田　政　晴（京都市左京匠吉田近衛町13）

京都帝國大學理二部天文學教室　〔電話上980／222〕

岡由置土倉敷市〔電子舌35〕一原名嬰整i長〔興言舌75〕

　　　天文同好會観測部　（Observing　Seotion，　S．　A．1D

　大正十年九月に組織されたもので，同好會員中の實際天文研究に興味を

有する者より成る．（部費は毎年金五拾鏡）今下記の八面に分れてみる・

1・流星課（課長小量孝二部
2．彗星課（課長柴田淑次）
3・攣光星課（課長稻葉通義）

4．太陽課（課長上島　昇，
5．黄道光課（課長荒木町見，

6．豫報課（課長山本一清）
7・機械課（課長中村　要）
8・窟眞課（課長中村　要）

幹事宮澤　堂）

幹事　山本英子）
同　　亀井壽彦）

今回，各課の組織を新たにし，又，新しい課を加へ，近く大に活躍する

こととなつナこ．會員諸氏の多く参加されんことを望む．

此の観測部の観測報告は京都帝國大學花山天文肇獲行のブレテン（英文報

告）に磯表し，叉ハガキ急報其の他の通信を獲す

　　　　　　　　天文同好會規則抜華
第四條此ノ會ハ其ノ目的ヲ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ
　　一・講演（例會毎月一回，総隔年一回，其他臨時會）

　　二．講習（各地デ臨時二等ク）
　　三・雑誌三訂ノ出版（雑誌ハ毎，月會員二無代配布，読書ハ随時）

　　四・見二野ビ實地観測

　　五・天文豪ノ経過（會員ニハ特櫨ガアル）

第五條此ノ會ノ目的＝賛スルモノハ誰デモ入會が出血ル（申込ノ際ハ住所職業生
　　年ヲ記入セラレタイ・）會費ハ二二年度昌ツキ前納金参圓トス．但シ中途入會ノ
　　二合ハ月i参拾鍍ノ割デ年末マデ前納ノ事

第六二本會ノ経管ヲ支持スル趣意デ毎年金式拾圓以上ヲ醸出スル者ヲ維持會員ト

　　スノレ

第七條一時金壱百圓以上ヲ寄附スル者及ビ総會＝テ特二旧制セラレタ者ヲ名霧會

　　員トスル

天界
編輯兼登行者
印　刷
印　刷
費　捌

第百二＋號翻馨謂三‡懇諭顧金参糠税金簸
　　京都帝國大三内（振替貯金口座大阪56765）天女同塀會（代表者山本一清）
所　京都市中京医柳凧揚三條歯入
者「京都市中京匪柳馬場三條南入
所　東京市紳田踵錦町1の19

株式會砒似玉堂（電本426・427・4501）

　　　　　　篇　井　松　之　助
　新光肚（振替東京43240）



廣角度型

ツァイ　ス

双眼鏡
TEISS
一

　ツァイス　廣角度型双眼鏡を以て一度眺望されナこ方は誰も其親野が

大きく鮮明なのに驚かれます。早牛の笹野は他の同倍率の普通双眼鏡

の覗野の約二倍大で特に各種スポーツ、狩猟、族行等に格好の双眼鏡

であります。

　　　　　Delturis　8×24　Deltrentis　8×30

　　　　　Delturisem”　Deltrintem”
　　　　　　　　　　　Delactis　8　×　40

　カールツァイス警蓋

東京丸ノ内郵船ゼル　電話丸ノ内30653066

和女型録アリTelez　25

卜附記御請求次第進呈
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JE．NA
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